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昨日より今日はより良くより安く、
需要者の為に各自の職場で最善を

社 是

お客さまの期待や満足を超える感動や驚きを生み出し、
豊かな社会づくりに貢献します。

私たちの使命（ミッション）

一．私たちは、たゆまぬ技術革新によって、
　 一歩先の未来を創る企業をめざします。

一．私たちは、挑戦心と独創的な発想にあふれた
　 闊達な風土を持つ企業をめざします。

一．私たちは、企業活動に関わるすべての人びとと
　 喜びを分かち合う企業をめざします。

私たちのありたい姿（めざす企業像）

〈公正さ〉
社会に正しく役立つことを旨として、私心のない公明
正大な行動をとる。 

〈誇　り〉
会社と仕事、自分自身に高い誇りを持ち、最後まであ
きらめない。 

〈主体性〉
何事にも、自らが主体となって受け止め、自らが主体
となって取り組む。 

〈感　謝〉
人と社会に思いやりと感謝の心を持ち、誠意を込めて
力を尽くす。 

〈結束力〉 
仲間とともに知恵と力を結集し、常に創意工夫と改良
改善を続ける。

私たちの持つべき価値観（TOYO  WA Y） 編集方針

　本報告書では報告内容および品質の確定において、Global Reporting 
Initiativeが作成したGRIスタンダード（2016年発行）を一部参照し、東
洋ゴムグループの企業活動が経済、環境、社会へどのようなインパクトを与
えているか、あるいは将来どのようなインパクトを与えようとしているかに
ついて、当社グループが掲げるCSRの７つの「重点テーマ」毎に活動実績と
して報告しています。
　そのなかでも当社グループのミッションや事業戦略、ステークホルダー
が直接表明している懸念事項など、ステークホルダーの評価や意思決定に
対して実質的な影響を及ぼす可能性がある項目については、「重要な側面
（マテリアリティ）」と位置づけ、「TOPIC」と題して報告しています。
　なお、当社グループでは日本語と英語で、Web版および冊子版（PDF版）
の媒体を用いてCSRの活動報告を行っています。冊子版（PDF版）で活動概
要を、Web版でその詳細を報告しておりますので併せてご活用ください。

　本報告書においては組織の活動、インパクト、およびステークホルダーの実
質的な期待や関心を考慮して、東洋ゴム工業株式会社および東洋ゴムグルー
プ（連結財務諸表の対象になっている全事業体）に関する報告を原則として
います。なお、報告範囲が異なるものについては、個別に範囲を記載していま
す。当社グループは2017年12月末に化工品事業および硬質ウレタン事業の
一部事業を譲渡しましたが、今回報告する一部データにおいては譲渡した事
業所の実績を含むものもあります。

なお、今回の報告において一部のデータの集計範囲、および集計過程で使用
する換算係数を変更したため、過去に公表した情報と異なるものがあります。

※GRIスタンダード（2016年発行）参照項目については「GRI内容索引」をご参考ください。

■報告期間：2017年1月～2017年12月

■報告サイクル：年1回

■報告書に関する質問の窓口：東洋ゴム工業株式会社 管理本部総務部　

【報告対象範囲】

※一部期間外（2018年6月まで）の情報を含む

※前回発行：2017年9月
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〈Web版報告サイト〉
http://www.toyo-rubber.co.jp/csr/

〈冊子版（PDF版）ダウンロードサイト〉
http://www.toyo-rubber.co.jp/csr/report/

〈「GRI内容索引」サイト〉
http://www.toyo-rubber.co.jp/csr/gri/


